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子
ど
も
た
ち
の
夢
の
せ
て

国
体
P
R
カ
l

-
七
月
二
目
、
「
国
体
P
R
力
ー
に
描

く
子
ど
も
の
夢
」
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
作
品
を
シ
ー
ル
に
し
て
貼

り
付
け
た
P
R
力
|
五
台
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

-
子
ど
も
た
ち
が
か
な
-
え
た
い
夢
の
応

よ
し
え

置
続
い
て
訪
れ
た
吉
江
中
学
校
で
は
、

約
六
十
名
の
吹
奏
楽
部
員
に
よ
る
軽

快
な
ド
リ
ル
演
奏
に
続
い
て
部
員
た
ち

と
交
流
。
生
徒
た
ち
か
ら
は
質
問
が

相
次
ぎ
、
「
知
事
は
ど
ん
な
音
楽
が
好

き
で
す
か
」
と
の
質
問
に
は
「
ス
ト
レ

ス
解
消
の
た
め
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
な
ど

の
ク
ラ
ツ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
い
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
休
養
と
勉
強
に
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
て
、
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
っ
て
下
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
し
た
。

同
こ
の
ほ
か
、
福
光
高
校
で
、
車
球
ゃ

な
ぎ
な
た
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
の
国
体

強
化
選
手
を
激
励
し
た
後
、
南
砺
広

域
連
合
が
進
め
る
新
病
院
建
設
予
定

地
や
老
人
保
健
施
設
「
な
ん
と
」
を
視

察
し
ま
し
た
。

-
県
で
は
、
今
後
も
、
知
事
が
県
民

と
じ
か
に
接
し
、
地
域
の
実
情
を
把

握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
に
あ
ふ
れ

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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地域をつくる仲間たち〈人物カフェ〉

グループ樹の実代表 若 井 直 美 さ ん

とやま感動案内

富山市天文台

とやま音のある風景

二上山平和の鐘

インフォメーション

行ってみよう情報

募
総
数
は
五
十
三
点
。
そ
の
中
か
ら
、

魚
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
様
子
を
描
い
た

立
山
中
央
小
学
校
一
年
一
組
の
作
品

な
ど
五
点
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た。-
表
彰
式
で
は
、
国
体
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
の
メ
ロ
デ
ィ
に
の
っ
て
P
R
力
ー

が
登
場
、
自
分
た
ち
の
作
品
が
貼
ら

れ
た
車
を
見
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
き

な
歓
声
が
あ
が
リ
ま
し
た
。
続
い
て
、

各
ク
ラ
ス
の
代
表
に
表
彰
状
な
ど
が
手

渡
さ
れ
、

2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
あ
い
の
風
吹
く
」

を
全
員
で
合
唱
。
最
後
に
、
日
頃
か

ら
練
習
に
励
ん
で
い
る
時
丸

・
風
丸
体

操
を
元
気
良
く
踊
り
ま
し
た
。

-
P
R
力
ー
は
、
日
産
自
動
車
販
売

各
社
か
ら
無
償
貸
与
を
受
け
た
も
の

で
、
来
年
十
月
ま
で
県
内
各
地
を
走

り
、
国
体
開
催
に
向
け
た
気
運
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
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地
域
ぐ
る
み
で
、

こ
こ
ろ
の
教
育

社
会
に
学
ぶ
十
四
歳
の
挑
戦

中
学
二
年
生
が
一
週
間
、
学
校
を

離
れ
、
地
域
で
の
職
場
体
験
ぞ
福
祉
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
や
り
た
い
こ

と
に
取
り
組
む
「
社
会
に
学
ぶ
“
十
四

歳
の
挑
戦
"
」
事
業
が
今
年
度
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

rこ
の
事
業
は
、
思
春
期
の
子
ど
も

た
ち
に
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
の
中

で
、
社
会
性
や
生
き
抜
く
力
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
-
つ
と
い
う
も
の
で
す
。

B2970機が来襲。
富山大空襲。

昭和20年8月2日(木)
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ト
ッ
プ
を
切
っ
て
実
施
さ
れ
た
井
波

町
立
井
波
中
学
校
で
は
、
七
月
五
日

か
ら
九
日
ま
で
の
問
、
二
年
生
百
三

十
一
名
が
三
十
六
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
造
園
会
社
、
自
動
車
整
備
工
場
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、

病
院
な
ど
、
各
々
が
希
望
し
た
事
業

所
で
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

-
こ
の
う
ち
同
町
坪
野
地
内
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
は
、
男
子
生
徒
四
名

が
接
客
の
心
構
え
に
つ
い
て
注
意
を
受

け
た
後
、
給
油
や
洗
車
の
作
業
を
体

験
。
「
大
変
だ
ね
。
が
ん
ば
ら
れ
」
と
声

を
か
け
て
い
く
お
客
さ
ん
も
多
く
、
子

ど
も
た
ち
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
し
な
が

ら
も
、
「
充
実
感
が
あ
っ
て
楽

し
い
。
将
来
に
役
立
つ
何
か
を

見
つ
け
ら
れ
そ
う
」
な
ど
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

「

「
十
四
歳
の
挑
戦
」
事
業

は
、
今
年
、
県
内
の
中
学
校
の

約
三
分
の
一
に
あ
た
る
二
十
七

校
で
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
が
連

携
し
て
子
ど
も
の
教
育
を
考
え

て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

はじめての給油体験に少し緊張
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県広報と哲彦 1999.8・ 1

富山県への空襲は、この年の5月下旬、

伏木港への爆弾投下に始まる 。7月に入

ると岩瀬地区の工場地帯にも数度来襲、

人々は緊張を余儀なくされていた。8月

21=1午前O時過ぎ、富山市西南上空より

B29の編隊が侵入。無数の焼夷弾や小型

爆弾を旧市街一帯に股下した。この日は

胤が強く、富山駅付近などから上がった

火の手は、またたく聞に市内をのみつく

した。数時間に及ぶ爆撃と猛火により、

市内はー部を除いて灰燈と化し、状況は

悲惨を桶めた。

毎年、神通川で

開催される花火

大会は、この内

襲で犠牲になっ

た市民への鎮魂

と、ド和への願い

をこめて、1947
(昭和22)年に

行われたのが始

まりである。

本t志は古紙100%0.:病生紙を使用してL啄す.

国体PRカーの前で、時丸 ・風丸体操を踊る子どもたち
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住
民
と
ふ
れ
あ
う
一
日

福
光
町
で
、

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り

-
知
事
と
県
民
が
直
接
ふ
れ
あ
い
、
意

見
交
換
な
ど
を
行
う

「知
事
の
ま
ち

ま
わ
り
」
が
、
七
月
五
日
、
福
光
町
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

-
中
沖
知
事
は
午
前
中
、
ご
み
を
固

形
燃
料
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
県
内
で
唯

芯
ん
と

一
導
入
し
て
い
る
南
砺
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
新
町
商
庖
街
、
福

光
美
術
館
な
ど
を
視
察
。
こ
の
う
ち
、

新
町
商
庖
街
で
は
、
ア
サ
ガ
オ
栽
培

に
よ
る
ま
ち
。つ
く
り
に
取
り
組
む
住
民

十
五
名
と
意
見
交
換
し
、
「
こ
れ
か
ら

上空より見た富山大空襲

も
日
本
一
の
花
と
緑
の
県
，つ
く
り
の
た

め
に
地
域
ぐ
る
み
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

-
午
後
か
ら
は
、
砂
子
谷
農
作
業
準

備
休
憩
施
設
で
町
議
会
議
員
と
懇
談
。

国
道
三
O
四
号
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て

幅
広
く
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。商庖街を視察する中沖知事
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同
月ヲ'

県
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点

一品
山
県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
が

オ
ー
ブ
ン

県
民
の
健
康
づ
く
リ
の
拠
点
、
「
富

山
県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
」
(
愛
称
一
と

や
ま
健
康
パ
ー
ク
)
が
、
七
月
九
日
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

r八
日
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、

中
沖
知
事
が
「
県
内
の
健
康
保
養
施

設
や
立
山
の
自
然
と
連
携
し
て
健
康

づ
く
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
同

プ
ラ
ザ
の
木
村
尚
三
郎
総
括
館
長
ら

ストレッチング教室で健康づくり

と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

-
九
日
か
ら
十
一
日
に
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
健
康
づ
く

り
の
体
験
教
室
や
、
気
功
・
ヨ
l
ガ
の

実
演
、
ハ
ー
ブ
展
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

nこ
の
施
設
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
健
康
づ
く
リ
を
提
案
す
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
最

新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な
ど
を
備
え

た
「
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
は
、
さ
っ

そ
く
来
館
者
が
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ

く
り
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
出
し
、
実
践
し

て
い
ま
し
た

0

・
同
プ
ラ
ザ
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
の
第
二
弾
と
し
て
、
八
月
六

日
(
金
)
j
八
日
(
日
)
に
も
多
彩
な
催

し
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
、
健
康
。つ
く
り
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

や
講
座
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

2・ 県広報と世ま 1999.8
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